
あなたの身近な相談相手！
民生委員・児童委員 詳しくは至社会福祉課☎788-4933

民生委員・児童委員ってどんな人？

どんな活動をしているの？

主任児童委員ってどんな人？
地域住民のなかから選ばれ、住民の「見守り役」「身
近な相談相手」「専門機関へのつなぎ役」として、民
生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱され活動し
ています。

住民の相談・支援活動
地域の見守り役として、訪問活動や高齢者の安否確
認を行っています。
また、地域住民が抱える悩みや心配ごとの相談にの
り、必要に応じて行政などの専門機関へつないだり、
福祉サービスなどの情報提供を行ったりします。

地域福祉活動
住民の居場所づくり活動の一環としてサロン活動

（100歳体操）などに取り組んでいます。
また、地域や市の行事に参加することで住民との交
流を深めたり、民生委員のPR活動を行ったりしてい
ます。

主任児童委員はこどもや子育て家庭への支援を専門
に担当しています（担当区域はもちません）。児童福
祉に関する機関と民生委員・児童委員との連絡調整
を行うことで、協力して活動を行います。

地域での活動の様子①（100歳体操）

おけがわ春のふれあいフェスタでのPR活動（2025年）

地域での活動の様子②（100歳体操）

桶川市民まつりパレードでのPR活動（2025年）
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　民生委員は厚生労働大臣から委嘱された非常勤特別職地方公務員・無報酬のボランティアです。地域の皆様の傍
らで、寄り添って支援活動を行っています。定数146人で現在129人が委嘱を受け、17人の欠員です。後任者に関し
ては、地域高齢化が進み、対応が非常に難しく、各自治会および地域の皆様に文章や声掛けにてご協力を願ってお
ります。
　桶川市では七つに地区分けがされています。地区ごとに担当委員が声掛け見守りの支援活動を行っています。主
に福祉に携わる高齢者独居の生活不安、障害
者介護の悩み、安否確認など、内容によって
は各関係機関に繋いでいます。こども達の見
守り、子育ての応援に関しては、主任児童委
員が専門に担当しています。
　各地域の安心安全まちづくりを願って活動
しています。何かございましたら、お声掛け
ください。

桶川市民生委員・児童委員協議会
会長　中村　文雄

教えて！ 民生委員さん！
Q.桶川市の民生委員は何人いるの？
A.�令和8年4月１日現在、129人（定数146人）が

活動しています。そのうち、13人（定数14人）
が主任児童委員です。

Q.自分の地域の民生委員が知りたい場合は？
A.�民生委員はそれぞれ一定の地区を担当していま

す。社会福祉課までお気軽にお問い合わせくださ
い。

Q.どんな相談ができるの？
A.�高齢者などへの支援、病気で生活に困っているな

ど、お困りごとや不安なことがある時はお気軽に
ご相談ください！

前列：地区会長の皆さん　後列：地区副会長の皆さん

５月12日は５月12日は
「民生委員・児童委員の日「民生委員・児童委員の日」」ですです
～支えあう　住みよい社会　地域から～

 民生委員制度は、100年以上の歴史と
　伝統を有しています　

 なぜ５月12日が 
 「民生委員・児童委員 の日」？

民生委員制度は、大正６年に岡山県で創設さ
れた「済

さいせい
世顧問制度」に始まります。生活に

困窮する人々を救うため始まった制度で、そ
の後今日に至るまで、さまざまな理由で生活
上の課題をかかえる人々の支えになってきま
した。

民生委員制度の源となった「済世顧問制度」
の設置に関する規程が公布されたのが、大正
６年５月12日であることから、この日を「民
生委員・児童委員の日」としています。
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令和8年度施政方針と予算のあらまし

　３月定例市議会で、令和８年度当初予算案が可決されました。
　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて473億967万８千円で、
前年度と比べると1.5パーセントの増額となっています。

夢と希望を未 来 へ

令
和
８
年
度　
施
政
方
針
（
要
旨
）

桶川市長
小 野 克 典

利
用
者
等
の
一
時
的
な
避
難
や
、
国
・
県
と
連

携
し
た
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
も

大
き
く
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
桶
川

駅
東
口
整
備
や
、
企
業
誘
致
、
川
島
町
と
の
ご

み
処
理
広
域
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
将

来
へ
と
繋
ぐ
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
着
実
に
前
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
令
和
８
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
各
種
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
我
が
国
で
は
、
名
目
賃
金
は
上
昇
し

て
い
る
も
の
の
、
実
質
賃
金
の
減
少
が
続
く
な

ど
、
急
激
な
物
価
高
騰
が
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
市
の
独
自
事
業
と
し
て
、
市
民
一
人
当

た
り
５
千
円
の
「
く
ら
し
応
援
商
品
券
配
布
事

業
」
や
、
４
月
検
針
分
か
ら
４
カ
月
分
の
「
水

道
基
本
料
金
免
除
事
業
」
な
ど
、
市
民
生
活
や

地
域
経
済
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
母
子
保
健
の
D
X
推
進
の
一
環
と
し

て
、
電
子
版
の
母
子
手
帳
を
導
入
す
る
な
ど

の
「
安
心
安
全
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」、
家
庭
内
で
こ
ど
も
の
養
育
が
一
時

　
昨
年
４
月
の
市
長
選
に
お
き
ま
し
て
、
市
政

４
期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
こ
の
１
年
間
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

経
験
と
実
績
を
基
に
、
桶
川
市
を
更
に
発
展
さ

せ
る
べ
く
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
押
し
上
げ
て

い
く
た
め
に
、
全
力
で
職
務
を
全
う
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月
に

開
業
し
ま
し
た
「
道
の
駅
べ
に
花
の
郷
お
け
が

わ
」
が
開
業
以
来
１
４
０
万
人
を
超
え
る
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
新
た
な
賑
わ
い
の

創
出
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
農
商

工
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
活
性
化
の
拠
点

や
、
新
た
な
魅
力
発
信
拠
点
だ
け
で
な
く
、
埼

玉
県
内
初
の
「
防
災
道
の
駅
」
と
し
て
選
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
万
が
一
の
災
害
時
に
は
、
道
路

的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
夜
間
や
休
日
に

お
け
る
短
期
支
援
を
始
め
る
な
ど
の
「
こ
ど
も

が
輝
き
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
」、
聴
力
機
能
の
低
下
に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
高
齢
者
の

方
へ
の
補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部
補
助
を
始

め
る
な
ど
の
「
誰
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、
近
年
人
気
の

高
い
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
エ
リ
ア
を
整
備
す
る
な
ど
の

「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、
そ
し
て
魅
力
あ
る
中

心
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
駅
東
口
開
発
を

推
進
す
る
な
ど
の
「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」な
ど
、５
つ
の
柱
を
中
心
に
、

課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
礎
と

な
る
事
業
に
取
り
組
み
つ
つ
も
、
今
後
に
備
え

市
債
（
借
金
）
の
抑
制
や
基
金
（
貯
金
）
の
確

保
に
取
り
組
む
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
攻
め
と
守
り

の
経
営
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
効
果
的
に
施
策
を
展
開
で
き
る
よ
う
編
成

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
「
桶
川
市
第
六
次
総
合
計
画
」
の

将
来
像
で
あ
る
「
学
び
豊
か
な　
笑
顔
あ
ふ
れ

る　
幸
せ
未
来
都
市　
お
け
が
わ
」
の
実
現
に

向
け
、
夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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会計別の予算

会　計　名 予 算 額 前年度比

一　 般　 会　 計 28,874,000 △0.8%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 7,150,000 0.6%

介 護 保 険
特 別 会 計 7,548,000 6.1%

後期高齢者医療
特 別 会 計 1,597,000 12.9%

公共下水道事業会計 2,140,678 13.6%

合　　計 47,309,678 1.5%

小数点第２位を四捨五入

（単位：千円）

当 予 あの ま し初 算 ら

消防費
12億4,224万3千円
（4.3％）

消防費
12億4,224万3千円
（4.3％）

消防費
12億4,224万3千円
（4.3％）

その他
6億1,294万7千円

（2.2％）

その他
6億1,294万7千円

（2.2％）

その他
6億1,294万7千円

（2.2％）

地方消費税交付金
20億円
（6.9％）

地方消費税交付金
20億円
（6.9％）

地方消費税交付金
20億円
（6.9％）

繰入金
9億7,102万9千円
（3.4％）

繰入金
9億7,102万9千円
（3.4％）

繰入金
9億7,102万9千円
（3.4％）

諸収入
６億８,０７０万６千円
（2.４％）

諸収入
６億８,０７０万６千円
（2.４％）

諸収入
６億８,０７０万６千円
（2.４％）

使用料および手数料
2億5,４８７万２千円

（0.9％）

使用料および手数料
2億5,４８７万２千円

（0.9％）

使用料および手数料
2億5,４８７万２千円

（0.9％）

その他
1１億3,２７１万２千円

（3.９％）

その他
1１億3,２７１万２千円

（3.９％）

その他
1１億3,２７１万２千円

（3.９％）

一般会計
歳 入

288億7,400万円

一般会計
歳 出

288億7,400万円

土木費
20億7,572万円
（7.2％）

土木費
20億7,572万円
（7.2％）

土木費
20億7,572万円
（7.2％）

公債費
26億8,364万2千円
（9.3％）

公債費
26億8,364万2千円
（9.3％）

公債費
26億8,364万2千円
（9.3％）

民生費
137億5,472万

3千円
（47.6％）

民生費
137億5,472万

3千円
（47.6％）

民生費
137億5,472万

3千円
（47.6％）

総務費
33億3,048万
4千円

（11.5％）

総務費
33億3,048万
4千円

（11.5％）

総務費
33億3,048万
4千円

（11.5％）

教育費
27億7,923万
6千円
（9.6％）

教育費
27億7,923万
6千円
（9.6％）

教育費
27億7,923万
6千円
（9.6％）

衛生費
23億9,500万5千円
（8.3％）

衛生費
23億9,500万5千円
（8.3％）

衛生費
23億9,500万5千円
（8.3％） 市税

112億7,514万
1千円

（39.0％）

市税
112億7,514万

1千円
（39.0％）

市税
112億7,514万

1千円
（39.0％）

地方交付税
42億4,000万円
（14.7％）

地方交付税
42億4,000万円
（14.7％）

地方交付税
42億4,000万円
（14.7％） 国庫支出金

50億7,711万6千円
（17.6％）

国庫支出金
50億7,711万6千円
（17.6％）

国庫支出金
50億7,711万6千円
（17.6％）

市債
9億7,620万円
（3.4％）

市債
9億7,620万円
（3.4％）

市債
9億7,620万円
（3.4％）

県支出金
22億6,622万4千円
（7.8％）

県支出金
22億6,622万4千円
（7.8％）

県支出金
22億6,622万4千円
（7.8％）

歳
入

歳
出

　
歳
入
総
額
は
、
２８８
億
７
，
４

０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

0.8
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、
市

税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な

ど
）
で
39
％
を
占
め
、
１１２
億
７
，

５
１
４
万
１
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
国
庫

支
出
金
で
５０
億
７
，
７
１
１
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以

下
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
市
債
と

続
い
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ
２８８

億
７
，
４
０
０
万
円
で
す
。

　
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、
民

生
費
の
１３７
億
５
，
４
７
２
万
３

千
円
で
47
・
６
％
を
占
め
、
次

に
、
総
務
費
３３
億
３
，
０
４
８

万
４
千
円
、
以
下
、
教
育
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
と

続
い
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
内
訳

■�

生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を

育
む　
桶
川

学
習
支
援
室
専
任
職
員
拡
充
事
業

�

１
，
６
８
９
万
９
千
円

不
登
校
や
個
別
の
配
慮
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
た
め
、

学
習
支
援
室
専
任
職
員
を
拡
充
し
、

現
在
、
市
内
全
て
の
中
学
校
と
小

学
校
４
校
に
設
置
し
て
い
る
学
習

支
援
室
を
小
学
校
も
全
校
へ
増
設

し
ま
す
。

テ
ス
ト
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業�

３９
万
６
千
円

中
学
校
へ
テ
ス
ト
自
動
採
点
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
採
点
時
間
の
削

減
だ
け
で
は
な
く
、
採
点
ミ
ス
の

防
止
や
成
績
管
理
な
ど
事
務
作
業

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　

↑

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

今
年
度
の
主
要
事
業

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、順
不
同
で
す
。

【
教
育
・
文
化
】
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援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

�

２
０
０
万
円

聴
力
機
能
の
低
下
に
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
高

齢
者
の
方
に
、
補
聴
器
の
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

全
国
健
康
福
祉
祭
埼
玉
大
会
開
催

事
業�

５
０
０
万
円

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」埼
玉
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
交
流
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

大
会
の
開
催
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
実
行
委
員
会
に
補
助
し
ま
す
。

が
ん
検
診
事
業

�

５
，
８
２
８
万
５
千
円

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
り
、
が
ん
の
死
亡
率
減
少
を
図

る
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
５０
歳
以

上
の
偶
数
年
齢
の
希
望
者
に
対
し

て
、
内
視
鏡
に
よ
る
検
査
を
選
択

で
き
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
民
間
委
託
事
業

�

２
，
０
４
７
万
９
千
円

現
在
、
市
内
全
て
の
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る
学
校
プ
ー
ル
民
間
委

託
を
小
学
校
２
校
に
も
拡
大
し
、

年
間
通
し
て
安
定
的
に
水
泳
授
業

を
実
施
し
ま
す
。

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開
事
業

�

２３
万
１
千
円

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
部

活
動
改
革
及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

の
推
進
等
に
基
づ
き
、将
来
に
わ
た

る
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活

動
機
会
の
確
保
・
充
実
を
図
り
ま

す
。
令
和
８
年
度
か
ら
は
、剣
道
部

の
休
日
部
活
動
の
一
部
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。

特
別
教
室
等
空
調
設
備
整
備
事
業

�

４
億
８
，
８
０
０
万
円

　
（
令
和
７
年
度
繰
越
分
を
含
む
）

昨
今
の
記
録
的
猛
暑
な
ど
に
鑑
み

て
、快
適
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る

た
め
、空
調
機
の
設
置
が
さ
れ
て
い

な
い
特
別
教
室
等
へ
空
調
設
備
の

整
備
を
行
い
ま
す
。令
和
８
年
度
は

桶
川
西
小
学
校
、
桶
川
東
小
学
校
、

日
出
谷
小
学
校
、朝
日
小
学
校
の
４

校
の
設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

病
児
病
後
児
保
育
施
設
整
備
費
補

助
金�

５
６
４
万
３
千
円

現
在
の
病
児
病
後
児
保
育
施
設
か

ら
事
業
継
承
を
予
定
し
て
い
る
事

業
所
に
対
し
て
、
施
設
改
修
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

東
側
基
幹
子
育
て
支
援
施
設
整
備

事
業�

１
億
６
，
５
８
１
万
円

北
保
育
所
及
び
坂
田
保
育
所
の
再

編
に
伴
い
、
東
側
基
幹
子
育
て
支

援
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
令
和
８

年
度
は
旧
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
等

の
解
体
工
事
及
び
新
施
設
の
設
計

を
実
施
し
ま
す
。

■�

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る　
桶
川

【
安
心
安
全
・
都
市
基
盤
】

南
小
跡
地
等
民
間
活
力
導
入
調
査

�

１
，
５
０
０
万
円

こ
と
ぶ
き
広
場
と
し
て
暫
定
利
用

さ
れ
て
い
る
南
小
跡
地
や
駅
東
口

周
辺
市
有
地
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
度
に
策
定
し
た
施
設
計
画
を
も

と
に
、
施
設
整
備
に
向
け
た
民
間

活
力
の
導
入
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
繰
越
事
業
と
し
て
、

中
学
校
全
校
へ
の
空
調
設
備
整
備

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

舎
人
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
改
修
事
業

�

８
，
３
０
０
万
円

施
設
の
老
朽
化
等
に
対
応
す
る
た

め
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
工
事
を

実
施
す
る
ほ
か
、近
年
人
気
の
高
い

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
エ

リ
ア
を
新
た
に
整
備
し
、施
設
利
用

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

市
民
ホ
ー
ル
舞
台
機
構
制
御
シ
ス

テ
ム
改
修
事
業

�

９
，
９
２
０
万
円

市
民
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）
の
舞
台

機
構
制
御
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に

伴
い
、
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■�

共
に
支
え
合
い　
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る　
桶
川

【
健
康
・
福
祉
】

子
育
て
短
期
支
援
事
業

�

３７
万
８
千
円

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

様
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
内
で

児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
と
き
に
、
児
童
養
護
施
設

に
お
い
て
、
一
定
期
間
、
養
育
・

保
護
を
行
う
短
期
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

�

９
０
１
万
５
千
円

全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、

子
育
て
家
庭
の
支
援
を
強
化
す
る

た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
を
実
施
し
、
引
き

続
き
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

母
子
ア
プ
リ
導
入
事
業

�

２
７
６
万
４
千
円

母
子
保
健
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環
と

し
て
、
電
子
版
の
母
子
健
康
手
帳

を
導
入
し
、
子
ど
も
の
成
長
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
日
常
的
に
記
録

で
き
る
な
ど
の
妊
産
婦
等
へ
の
支
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日
出
谷
地
区
公
共
施
設
等
整
備
事

業�

２
３
４
万
５
千
円

日
出
谷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠

点
と
し
て
公
共
施
設
等
の
整
備
を

進
め
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
選

定
に
向
け
た
業
務
及
び
市
有
地
の

地
代
算
定
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

殿
山
公
園
整
備
事
業

�

１
，
８
８
７
万
１
千
円

令
和
７
年
度
に
引
き
続
き
、
都
市

公
園
の
整
備
推
進
を
図
る
た
め
、

殿
山
公
園
の
整
備
に
向
け
た
公
園

整
備
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

駅
東
口
整
備
事
業

�

１
億
４
，
８
９
１
万
円

駅
前
広
場
や
駅
前
交
差
点
等
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
心
・
安
全

で
賑
わ
い
の
あ
る
駅
東
口
周
辺
地

区
を
目
指
し
ま
す
。
令
和
８
年
度

は
駅
前
広
場
整
備
の
実
施
設
計
、

駅
前
交
差
点
付
近
の
無
電
柱
化
の

た
め
の
共
同
溝
整
備
及
び
南
小
跡

地
へ
の
接
続
道
路
の
用
地
買
収
を

実
施
し
ま
す
。

■
環
境
に
や
さ
し
く　
み
ど

　
り
と
調
和
し
た　
桶
川

【
環
境
・
み
ど
り
】

脱
炭
素
推
進
事
業

�

４
億
１
，
６
６
１
万
７
千
円

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
や
資
源

循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
、
公
共

施
設
（
道
路
照
明
灯
な
ど
）
の

L
E
D
化
や
ご
み
の
減
量
・
再
資

源
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

川
島
桶
川
資
源
循
環
組
合
負
担
金

�

１
億
３
９
８
万
５
千
円

ご
み
処
理
の
広
域
化
を
推
進
す
る

た
め
、
川
島
町
と
桶
川
市
が
構
成

団
体
と
な
る
一
部
事
務
組
合
で
あ

る
「
川
島
桶
川
資
源
循
環
組
合
」

の
経
費
を
１
市
１
町
で
負
担
し
ま

す
。

新たに計画を策定しました新たに計画を策定しました
計画書やパブリック・コメントの結果は、市ホームページか情報公開コーナーで確認できます。

桶川市新型インフルエンザ等対策行動計画 桶川市生活排水処理基本計画
詳しくは至健康増進課☎786-1855 詳しくは至環境対策推進課☎788-4925

新型インフルエンザ等対策特別措置法第８条に基づき、基
本的な方針や市の対応などを示すものです。世界中のどこ
かで新型インフルエンザなどが発生し
た際、「感染拡大を可能な限り抑制し、
市民の生命や健康を保護する」こと、

「市民生活や市民経済に及ぼす影響が
最小となるようにする」ことを目的と
しています。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項に基づき、
市内の生活排水を適正に処理する基本事項を定め、生活環
境の向上や公共用水域の水質改善を目
的として策定しました。市の健全な発
展のため、今後、本計画に基づく効果
的な生活排水処理を推進していきます。

詳しくはこちら詳しくはこちら

■
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る　

　
桶
川

【
産
業
・
経
済
】

公
金
収
納
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
事
業�

１
５
０
万
７
千
円

介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
つ
い
て
、
令
和
９
年

度
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

可
能
な
「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
」
に
対
応
す
る
た
め
、
所
要
の

シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

認
定
農
業
者
支
援
事
業

�

２
４
０
万
円

将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
農
業

経
営
の
安
定
化
の
た
め
、
市
内
の

認
定
農
業
者
に
対
し
、
農
業
用
機

械
等
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
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